
学年 科目名
2 フロントオフィス
2 簿記会計Ⅰ・Ⅱ
2 ブライダルセレモニー演習Ⅰ・Ⅱ
2 TOEIC対策
2 Grammar/英作文中級
2 面接対策
2 観光英語
2 SPI言語対策
2 SPI非言語対策
2 オンライン英会話（総合英語コース）

ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ
ホホテテルルググロローーババルル33年年ココーースス

2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

ルーム・アサイメント

接客マナー

4回 リザベーション業務

3回

11回

12回 レセプション業務

リザベーション業務 イールドマネジメント

講義授業形態

成績評価方法
筆記試験50％、実技・提出物・平常50％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 フロント・オフィス E

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 中牟田登喜枝

到達目標 ホテル業界の業務知識を身につけ､ホテル全体の流れを理解する

使用テキスト ホテルテキスト宿泊I　フロントオフィス編

ホテル業界経験者が実務経験をもとにフロント・オフィス業務を解説
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

授業内容、評価方法、実技について

1回 オリエンテーション

フロントオフィスの組織と業務

フロントオフィスの意義と役割

客室タイプ

2回 客室の種類 料金シルテム

予約業務の重要性

宿泊予約システム概要

宿泊予約の種類

予約受付の流れ

5回 リザベーション業務

宿泊予約受付業務

①電話予約の基本　　　　②キャンセルと変更

③リザベーションカード作製　　　④キャンセルチャージ

インターネット予約業務

宿泊予約におけるその他の業務

6回 リザベーション業務

リザベーション業務7回

10回 リザベーション業務

通常予約の演習　①

通常予約の演習　②

前期項目の復習

レセプション業務

チェッインの手順

8回 リザベーション業務

9回

15回 前期まとめ

レイトチェンジとルームチェンジの処理方法

リザベーション業務

レジストレーションカード記入方法

レセプションサービス

予約、顧客情報更新　

オーバーブッキングとダブルブッキングの対応方法

リザベーション業務

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 レセプション業務

予約変更、キャンセル演習
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2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

ルーム・アサイメント

接客マナー

4回 リザベーション業務

3回

11回

12回 レセプション業務

リザベーション業務 イールドマネジメント

講義授業形態

成績評価方法
筆記試験50％、実技・提出物・平常50％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 フロント・オフィス E

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 中牟田登喜枝

到達目標 ホテル業界の業務知識を身につけ､ホテル全体の流れを理解する

使用テキスト ホテルテキスト宿泊I　フロントオフィス編

ホテル業界経験者が実務経験をもとにフロント・オフィス業務を解説
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

授業内容、評価方法、実技について

1回 オリエンテーション

フロントオフィスの組織と業務

フロントオフィスの意義と役割

客室タイプ

2回 客室の種類 料金シルテム

予約業務の重要性

宿泊予約システム概要

宿泊予約の種類

予約受付の流れ

5回 リザベーション業務

宿泊予約受付業務

①電話予約の基本　　　　②キャンセルと変更

③リザベーションカード作製　　　④キャンセルチャージ

インターネット予約業務

宿泊予約におけるその他の業務

6回 リザベーション業務

リザベーション業務7回

10回 リザベーション業務

通常予約の演習　①

通常予約の演習　②

前期項目の復習

レセプション業務

チェッインの手順

8回 リザベーション業務

9回

15回 前期まとめ

レイトチェンジとルームチェンジの処理方法

リザベーション業務

レジストレーションカード記入方法

レセプションサービス

予約、顧客情報更新　

オーバーブッキングとダブルブッキングの対応方法

リザベーション業務

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 レセプション業務

予約変更、キャンセル演習
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2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

決算③
（決算整理Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ）

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 期末テスト

経過勘定科目について理解する

決算整理後残高試算表が作成できるようになる

理解度の確認

決算⑤
（精算表,帳簿の

締め切り）

証ひょうと伝票について

財務諸表（損益計算書・貸借対照表）が作成できるようになる

期末テストの解説等

精算表が作成できるようになる

帳簿の締め切り（英米式決算）について理解する

期末テスト（授業中に期末テストを行います）

株式会社会計②
証ひょうと伝票

税金について理解する

8回
決算②

（決算整理Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ）

9回 貯蔵品について理解する

15回 総解説

期中取引⑤
（その他の取引Ⅲ）

（さまざまな帳簿の関係）

確認テスト
決算①

（決算整理とは）
7回

10回
決算④

（決算整理Ⅶ,決算整理後
残高試算表）

売上原価について理解する

現金過不足について理解する

貸倒れについて理解する

減価償却について理解する

未収入金・未払金、修繕と改良について理解する

5回
期中取引④

（その他の取引Ⅰ,Ⅱ）

仮払金・仮受金、給与、諸会費について理解する

さまざまな帳簿の関係について理解する

当座借越（決算整理・再振替仕訳）について理解する

試算表について理解する

第６回までの確認テスト（理解度の確認）

決算の内容について理解する

6回

小口現金制度について理解する

約束手形について理解する

クレジット売掛金について理解する

電子記録債権・債務について理解する

貸付金・借入金（手形貸付金・手形借入金を含む）について理解する

有形固定資産の取得・売却・賃貸について理解する

商品売買取引について理解する

2回
期中取引①

（商品売買Ⅰ,Ⅱ）
掛けによる売買、手付金や内金の処理について理解する

返品、商品の移動にかかる費用について理解する

現金、当座預金について理解する

テーマ 授業内容

日商簿記３級の試験概要、効率的な学習方法について理解する

1回
オリエンテーション

簿記の基礎
簿記の基礎（簿記の意義、財務諸表と簿記の５要素、日常の手続き）について理解する

無担当講師（フルネーム） 森田道稔

到達目標 日商簿記３級に合格する

使用テキスト 合格テキスト　日商簿記３級，合格トレーニング　日商簿記３級

日商簿記３級試験に向けて出題範囲を学び、出題範囲の練習問題を

随時解答していく。
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテルブライダル・３年ｺｰｽ

科目名 簿記会計Ⅰ・Ⅱ E・E３

講義授業形態

成績評価方法
確認テスト２０％，期末テスト８０％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

株式の発行について理解する

剰余金の配当と処分について理解する

4回

期中取引③
（クレジット売掛金）

（手形取引,電子債権・
債務）

3回

11回

12回

決算⑥
（損益計算書と
貸借対照表）

株式会社会計①

期中取引②
（現金・預金，小口現金）

当座借越契約について理解する

2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

チームごとに作業

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 本番に向けて

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

時間配分、改善点をチェック

チームごとに作業

次回のリハーサルに向けての事前打ち合わせ

この時間までに必要な備品はすべて購入しておくこと

前回のリハーサルを受けての微調整

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

当日と同じ状況でリハーサル

最終打ち合わせ

本番に向けて

リハーサル準備

8回 チームごとに作業

9回 プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

15回 本番に向けて

チームごとに作業

チームごとに作業

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

7回

10回 チームごとに作業

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

5回 役割分担決め

必要な備品のピックアップ

予算を考えつつコストパフォーマンスを意識した備品の選定

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

6回

実施にあたりどのような役割が必要か話し合う

当日実施するものを決める

前日までの準備と当日、分けて役割分担

チーム編成

どのようなフェアにするか話し合い

2回 テーマ決め テーマを持ち寄りプレゼンテーション

テーマに合わせたイベントを考える

テーマ 授業内容

授業の進め方、成績評価方法

1回 イントロデュース 「ホテル・ブライダルフェア」に向けての流れ

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西　翼

到達目標 8月9日（日）実施予定の「ホテル・ブライダルフェア」を成功させる。

使用テキスト なし

「ホテル・ブライダルフェア」に向けて、企画から当日運営までを全員でプロデュースする。
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科/3年グローバルコース

科目名 ブライダルセレモニー演習 Ⅰ・Ⅱ E・E3

演習授業形態

成績評価方法
・平常点（提出物、日頃の取り組み等）５０％、本番当日の活動５０％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

（当日に必要な食材などは除く）

4回 実施内容決め

3回

11回

12回 チームごとに作業

テーマ決め 個人プレゼンテーション
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2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

チームごとに作業

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 本番に向けて

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

時間配分、改善点をチェック

チームごとに作業

次回のリハーサルに向けての事前打ち合わせ

この時間までに必要な備品はすべて購入しておくこと

前回のリハーサルを受けての微調整

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

当日と同じ状況でリハーサル

最終打ち合わせ

本番に向けて

リハーサル準備

8回 チームごとに作業

9回 プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

15回 本番に向けて

チームごとに作業

チームごとに作業

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

7回

10回 チームごとに作業

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

5回 役割分担決め

必要な備品のピックアップ

予算を考えつつコストパフォーマンスを意識した備品の選定

＊チームで提案したことはクラスで発表し、承認を得てから決定となる

プレゼンテーションⅠのはじめにチームごとに「本日の到達目標」を発表

プレゼンテーションⅡの終わりに「本日の達成事項」を発表

6回

実施にあたりどのような役割が必要か話し合う

当日実施するものを決める

前日までの準備と当日、分けて役割分担

チーム編成

どのようなフェアにするか話し合い

2回 テーマ決め テーマを持ち寄りプレゼンテーション

テーマに合わせたイベントを考える

テーマ 授業内容

授業の進め方、成績評価方法

1回 イントロデュース 「ホテル・ブライダルフェア」に向けての流れ

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 小西　翼

到達目標 8月9日（日）実施予定の「ホテル・ブライダルフェア」を成功させる。

使用テキスト なし

「ホテル・ブライダルフェア」に向けて、企画から当日運営までを全員でプロデュースする。
授業概要（内容）

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科/3年グローバルコース

科目名 ブライダルセレモニー演習 Ⅰ・Ⅱ E・E3

演習授業形態

成績評価方法
・平常点（提出物、日頃の取り組み等）５０％、本番当日の活動５０％

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

（当日に必要な食材などは除く）

4回 実施内容決め

3回

11回

12回 チームごとに作業

テーマ決め 個人プレゼンテーション
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2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

　

14回 期末テスト

総復習

期末テスト（授業中に期末テストを行います）

15回 文法総復習

期末テスト返却

前期の総復習

　

12回
模擬テスト

(リーディング)

模擬テスト リーディング

解答

　

13回 模擬テスト復習

模擬テスト復習

解説

　

10回 Part7

広告、チャット問題の攻略

Part7

　

11回
模擬テスト
(リスニング)

模擬テスト リスニング

解答

　

8回 Part1,2&Part6

リスニング

Part6

　

9回 Part3,4&Part5

リスニング

Part3,4&Part5

　

6回 Part5&6

代名詞、関係代名詞

Part5 Part6 (長文穴埋め問題の基本戦略）

　

7回 Part7

Part7(長文の解き方)

Part5

　

4回 Part4&Part5

時制

Part4 Part5

　

5回 Part3&Part7

前置詞、接続詞

Part3 Part7

　

2回 Part2&Part5&7

能動態、受動態

Part2 Part5,7

　

3回 Part3&Part6

分詞

Part3 Part6

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 Part1&Part5

1年の復習

Part1 Part5

到達目標 各自の目標スコアを達成する。　※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

使用テキスト TOEIC L&R戦略的トレーニング：レベル600　/ プリントなど

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

授業概要（内容）
TOEICに特化した文法を基礎から復習。語彙力を高め、音読、

授業形態 講義
シャドウイングなどでリスニング力を強化してスコアアップにつなげる。

対象学年 学科 国際ビジネス・ホテルブライダル３年ｺｰｽ

科目名 TOEIC D・E3

2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

14回 期末テスト

前期総復習　

　

15回 英作文

期末テスト返却

フリーテーマでエッセイを書いてみよう

12回 比較級（応用）

テキスト①　Unit19 比較2

テキスト②　Unit5  理由を説明するパラグラフ

13回 関係代名詞

関係代名詞→プリント対応

前期総復習　

期末対策

10回 過去完了

過去完了→プリント対応

テキスト②　Unit5  理由を説明するパラグラフ

11回 未来完了

未来完了→プリント対応

テキスト②　Unit5  理由を説明するパラグラフ

8回 分詞

テキスト①　Unit24 分詞

テキスト②　Unit4  空間配列のパラグラフ

9回 現在完了

テキスト①　Unit25 現在完了

テキスト②　Unit4  空間配列のパラグラフ

6回 不定詞

テキスト①  Unit22 不定詞

テキスト②　Unit3  時間順に語るパラグラフ

7回 動名詞

テキスト①　Unit23 動名詞

テキスト②　Unit4  空間配列のパラグラフ

4回 副詞

テキスト①　Unit17 副詞

テキスト②　Unit3  時間順に語るパラグラフ

5回 受け身

テキスト①  Unit21 受け身

テキスト②　Unit3  時間順に語るパラグラフ

2回 前置詞

テキスト①　Unit15 前置詞

テキスト②　Unit2 パラグラフの構成

3回 形容詞

テキスト①　Unit16 形容詞

テキスト②　Unit2 パラグラフの構成

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 代名詞

テキスト①　Unit14 代名詞

テキスト②　Unit1 エッセイの基本

到達目標 英検準2級〜2級レベルの英作文が書けるようにする。※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

使用テキスト ①①Everyday English Grammar <Fourth Edition>1年年時時にに購購入入済済　　/ ②②Working Up Paragtaph Writing / 　　ププリリンントト等等

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

授業概要（内容）
英作文を書くための基礎的な文法を復習するとともに

授業形態 講義
英語でのエッセイの書き方を学ぶ。

対象学年 学科 国際ビジネス科・ホテルブライダル３年ｺｰｽ

科目名 Grammar/英作文中級 D・E3
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2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

14回 期末テスト

前期総復習　

　

15回 英作文

期末テスト返却

フリーテーマでエッセイを書いてみよう

12回 比較級（応用）

テキスト①　Unit19 比較2

テキスト②　Unit5  理由を説明するパラグラフ

13回 関係代名詞

関係代名詞→プリント対応

前期総復習　

期末対策

10回 過去完了

過去完了→プリント対応

テキスト②　Unit5  理由を説明するパラグラフ

11回 未来完了

未来完了→プリント対応

テキスト②　Unit5  理由を説明するパラグラフ

8回 分詞

テキスト①　Unit24 分詞

テキスト②　Unit4  空間配列のパラグラフ

9回 現在完了

テキスト①　Unit25 現在完了

テキスト②　Unit4  空間配列のパラグラフ

6回 不定詞

テキスト①  Unit22 不定詞

テキスト②　Unit3  時間順に語るパラグラフ

7回 動名詞

テキスト①　Unit23 動名詞

テキスト②　Unit4  空間配列のパラグラフ

4回 副詞

テキスト①　Unit17 副詞

テキスト②　Unit3  時間順に語るパラグラフ

5回 受け身

テキスト①  Unit21 受け身

テキスト②　Unit3  時間順に語るパラグラフ

2回 前置詞

テキスト①　Unit15 前置詞

テキスト②　Unit2 パラグラフの構成

3回 形容詞

テキスト①　Unit16 形容詞

テキスト②　Unit2 パラグラフの構成

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回 代名詞

テキスト①　Unit14 代名詞

テキスト②　Unit1 エッセイの基本

到達目標 英検準2級〜2級レベルの英作文が書けるようにする。※レベルに合わせるためシラバス通りに進まない場合があります。

使用テキスト ①①Everyday English Grammar <Fourth Edition>1年年時時にに購購入入済済　　/ ②②Working Up Paragtaph Writing / 　　ププリリンントト等等

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

担当講師（フルネーム） 日髙 郁子 有（通訳翻訳業界勤務歴）

授業概要（内容）
英作文を書くための基礎的な文法を復習するとともに

授業形態 講義
英語でのエッセイの書き方を学ぶ。

対象学年 学科 国際ビジネス科・ホテルブライダル３年ｺｰｽ

科目名 Grammar/英作文中級 D・E3
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2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

※内定者については、入社に向けての課題・準備

4回 模擬面接③

3回

11回

12回 未内定者対策

模擬面接② ・フィードバック

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・提出物・授業態度・身だしなみ・出席率により評価

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 ホテル・ブライダル科

科目名 面接対策 E3

有（ホテル業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 田中　友加利

到達目標 全員内定できる面接レベルを目標とする

使用テキスト 就職内定　基本テキスト　　就職ノート

就職内定に向けて模擬面接を中心に面接対策を行う。

尚、内定取得者に対しては、社会人としての心構え等指導する。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

・現在の志望状況と就職活動状況確認

1回 オリエンテーション

・グループ面接（基本パターンの確認）

2回 模擬面接① ・フィードバック

・グループ面接（基本パターンの確認）

・フィードバック

・グループ面接（基本パターンの確認）

・グループ面接（応用）

・フィードバック5回 模擬面接④

・就職活動報告と今後のスケジュール

・グループ面接（応用）

・フィードバック

6回 就職活動報告会

模擬面接⑥7回

10回 未内定者対策

・面接シチュエーション及び内容の共有

・グループ面接（応用）

・入社までの学校生活の送り方

未内定者対策

・グループ（個人）面接

8回 内定者報告会

9回 ※内定者については、入社に向けての課題・準備

15回 新社会人に向けて

※内定者については、入社に向けての課題・準備

未内定者対策

※内定者については、入社に向けての課題・準備

・グループ（個人）面接

・新社会人に向けての決意発表

・グループ（個人）面接

※内定者については、入社に向けての課題・準備

・グループ（個人）面接

模擬面接⑦

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 未内定者対策

・グループ（個人）面接

※内定者については、入社に向けての課題・準備

2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 エアライン科・ホテルブライダル3年ｺｰｽ

科目名 観光英語 Q・E３

担当講師（フルネーム） 秋満陽子・挽田雅子 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
エアライン・観光ビジネスに必要な英語の語彙と表現を学ぶ

授業形態 講義
プロとして必要な英語コミュニケーションを場面に応じて学ぶ

到達目標 航空・観光系の英語を身につける。接客に必要な英語表現を学び、実際に会話ができるようになる。

使用テキスト English for Tourism Professionals

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回
Unit1(1)

Recommending a tour

イントロダクション（授業内容、評価方法について）

旅行の情報を英語で伝える

ツアーの案内

2回
Unit1(2)

Recommending a tour

Dialogue at a Travel Agency

Pair Speaking Practice

Role Play

3回
Unit2(1)

Taking a tour booking

ツアーの予約を受ける

お客様の情報を入手する

支払いの手続きをする

4回
Unit2(2)

Taking a tour booking

Dialogue at a Travel Agency

Pair Speaking Practice

Role Play

5回
Unit5(1)

Taking an airline
reservation

時刻、日付、便名、電話番号の読み方

予約や問い合わせの電話に応対する

Vocabulary and Useful Expressions

6回
Unit5(2)

Taking an airline
reservation

Dialogue at an Airline Office

Pair Speaking Practice

Role Play

7回
Unit5(3)

Taking an airline
reservation

予約と支払いに関する情報を読む

フライトアテンダントの募集要項を読む

質問に答える

8回
Uni6(1)

Giving flight information

時差の知識

フライトの情報、予約の確認や変更についての電話に応対する

Vocabulary and Useful Expressions

9回
Unit6(2)

Giving flight informaion

Dialogue at an Airline Office

Pair Speaking Practice

Role Play

10回
Unit6(3)

Giving flight informaion

E-ticketの内容を読み取る

お客様宛の手紙を読む

質問に答える

11回
Unit7(1)

Helping passengers check
in

空港のチェックインカウンターでの対応について学ぶ

チェックインから搭乗までの流れを確認する

Vocabulary and Useful Expressions

12回
Unit7(2)

Helping passengers check
in

Dialogue at the Airline Check-in Counter

Pair Speaking Practice

Role Play

13回
Unit7(3)

Helping passengers check
in

荷物の許容範囲に関する説明書を読む

オンラインチェックインの方法の説明を読む

質問に答える

14回 期末試験

Unit1/Unit2

Unit5/Unit6/Unit7

15回 まとめと復習

前期の復習

期末試験のフィードバック

− 40 −



2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

対象学年 学科 エアライン科・ホテルブライダル3年ｺｰｽ

科目名 観光英語 Q・E３

担当講師（フルネーム） 秋満陽子・挽田雅子 有（旅行業界勤務歴）

授業概要（内容）
エアライン・観光ビジネスに必要な英語の語彙と表現を学ぶ

授業形態 講義
プロとして必要な英語コミュニケーションを場面に応じて学ぶ

到達目標 航空・観光系の英語を身につける。接客に必要な英語表現を学び、実際に会話ができるようになる。

使用テキスト English for Tourism Professionals

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

期末試験 1 授業中に実施

テーマ 授業内容

1回
Unit1(1)

Recommending a tour

イントロダクション（授業内容、評価方法について）

旅行の情報を英語で伝える

ツアーの案内

2回
Unit1(2)

Recommending a tour

Dialogue at a Travel Agency

Pair Speaking Practice

Role Play

3回
Unit2(1)

Taking a tour booking

ツアーの予約を受ける

お客様の情報を入手する

支払いの手続きをする

4回
Unit2(2)

Taking a tour booking

Dialogue at a Travel Agency

Pair Speaking Practice

Role Play

5回
Unit5(1)

Taking an airline
reservation

時刻、日付、便名、電話番号の読み方

予約や問い合わせの電話に応対する

Vocabulary and Useful Expressions

6回
Unit5(2)

Taking an airline
reservation

Dialogue at an Airline Office

Pair Speaking Practice

Role Play

7回
Unit5(3)

Taking an airline
reservation

予約と支払いに関する情報を読む

フライトアテンダントの募集要項を読む

質問に答える

8回
Uni6(1)

Giving flight information

時差の知識

フライトの情報、予約の確認や変更についての電話に応対する

Vocabulary and Useful Expressions

9回
Unit6(2)

Giving flight informaion

Dialogue at an Airline Office

Pair Speaking Practice

Role Play

10回
Unit6(3)

Giving flight informaion

E-ticketの内容を読み取る

お客様宛の手紙を読む

質問に答える

11回
Unit7(1)

Helping passengers check
in

空港のチェックインカウンターでの対応について学ぶ

チェックインから搭乗までの流れを確認する

Vocabulary and Useful Expressions

12回
Unit7(2)

Helping passengers check
in

Dialogue at the Airline Check-in Counter

Pair Speaking Practice

Role Play

13回
Unit7(3)

Helping passengers check
in

荷物の許容範囲に関する説明書を読む

オンラインチェックインの方法の説明を読む

質問に答える

14回 期末試験

Unit1/Unit2

Unit5/Unit6/Unit7

15回 まとめと復習

前期の復習

期末試験のフィードバック
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2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

自分の意見を考える

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 SDGｓレポート作成

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

ニュースを読んで相手の考えを聞く

SDGｓを知る①

・時事問題：SDGｓを知る③2024年度の達成度

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

・前期期末試験（３０分）

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

・時事問題：SDGｓを知る①ＳＤＧｓとは？

・「私達が実行するSDGｓ」レポート①

・「私達が実行するSDGｓ」レポート②

SDGｓを知る③

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

8回 ニュースを読む

9回 ニュースの「なぜ？」から自分の意見を考える

15回 前期期末試験

範囲を絞る

時間配分を考える7回

10回 意見交換をする

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

ニュースの「なぜ？」を考える

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

5回 はじめにてあわてない

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

範囲を絞って、その分野をマスターする。達成感の積み重ねが大事

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

解答時間は足りていますか？紙の試験問題の場合、解く前に試験問題の量のチェックも忘れずに

6回

就職試験にかかわらず、漢字は私たちの生活に欠かせません。漢検二級レベルを目指します

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

見慣れない問題がで出ることがあります。落ち着いて解きます

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

2回 情報を分析する 先輩たちの受験報告書を活用していますか？各企業の試験問題の傾向がわかります

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

テーマ 授業内容

・テスト（解答と解説）、時事問題用語解説

1回 必ず復習する

残りの時間は、時事問題用語解説、新聞コラムに取り組む

毎回テストを実施し解答と解説をします。解けなかった問題は必ず見直す

有（旅行業界勤務歴）担当講師（フルネーム） 山本真美

到達目標 ＷＥＢテスト、適性検査、時事問題などにも対応できるように実力をつける

使用テキスト 朝日キーワード就職2027　最新時事問題＆一般常識

就職試験の筆記分野（ＳＰＩ言語、一般常識、時事問題など）対策
授業概要（内容）

対象学年 学科 国際ビジネス・ホテルブライダル３年ｺｰｽ・エアライン

科目名 ＳＰＩ言語対策 Ｄ・Ｅ３・Ｑ

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

・時事問題：SDGｓを知る②17の目標

4回 漢検二級レベル

3回

11回

12回 SDGｓを知る②

最新のニュース 試験当日は特に最新のニュースチェックを忘れずに

2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

確率の問題２

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 推論の問題

確率の問題（「少なくとも」の場合）を解く

推論の問題を解く。

WEBテスト対策２

集合の問題（３つの場合）を解く。

玉手箱（図表の読み取り問題）の問題を解く。

期末試験

集合の問題２

8回 確率の問題１

9回 確率の問題（カードと色玉）を解く

15回 期末試験

組み合わせの問題１

組み合わせの問題２7回

10回 確率の問題３

確率の問題（サイコロとコイン）を解く。

5回 順列の問題２

組み合わせの問題を解く。

組み合わせの応用問題を解く

6回

順列の問題を解く。

順列の応用問題を解く。

2回 グラフの読み取り問題 実際の金額にあてはめて、費用が計算できるようになる。

テーマ 授業内容

1回 グラフの問題１ グラフの問題を解く。

無担当講師（フルネーム） 榎木田裕夫

到達目標 ＳＰＩ、玉手箱、ＳＣＯＡなどの採用試験が解ける計算力や論理的思考能力を身につける。

使用テキスト SPI基本問題集（大和書房）

ＳＰＩは企業がおこなう就職試験です、授業では非言語（数学系）の

得点差がつきやすい計算問題や様々な論理問題を解きます。
授業概要（内容）

対象学年 学科 エアライン科２年・国際ビジネス科２年・ホテルブライダル科ホテルグローバル３年コース２年

科目名 SPI非言語対策 QDE3

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

ベン図を理解し集合の問題を解く。

4回 順列の問題１

3回

11回

12回 集合の問題１

WEBテスト対策 玉手箱（四則逆算）の問題を解く。
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2年 学期 前期のみ

クラス

実務経験

確率の問題２

期末試験 1 授業中に実施

13回

14回 推論の問題

確率の問題（「少なくとも」の場合）を解く

推論の問題を解く。

WEBテスト対策２

集合の問題（３つの場合）を解く。

玉手箱（図表の読み取り問題）の問題を解く。

期末試験

集合の問題２

8回 確率の問題１

9回 確率の問題（カードと色玉）を解く

15回 期末試験

組み合わせの問題１

組み合わせの問題２7回

10回 確率の問題３

確率の問題（サイコロとコイン）を解く。

5回 順列の問題２

組み合わせの問題を解く。

組み合わせの応用問題を解く

6回

順列の問題を解く。

順列の応用問題を解く。

2回 グラフの読み取り問題 実際の金額にあてはめて、費用が計算できるようになる。

テーマ 授業内容

1回 グラフの問題１ グラフの問題を解く。

無担当講師（フルネーム） 榎木田裕夫

到達目標 ＳＰＩ、玉手箱、ＳＣＯＡなどの採用試験が解ける計算力や論理的思考能力を身につける。

使用テキスト SPI基本問題集（大和書房）

ＳＰＩは企業がおこなう就職試験です、授業では非言語（数学系）の

得点差がつきやすい計算問題や様々な論理問題を解きます。
授業概要（内容）

対象学年 学科 エアライン科２年・国際ビジネス科２年・ホテルブライダル科ホテルグローバル３年コース２年

科目名 SPI非言語対策 QDE3

講義授業形態

成績評価方法
・期末試験70％　平常点30％　

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

ベン図を理解し集合の問題を解く。

4回 順列の問題１

3回

11回

12回 集合の問題１

WEBテスト対策 玉手箱（四則逆算）の問題を解く。

− 43 −



2年 学期 通年（前期）

クラス

実務経験

レストラン/旅行代理店/ホテル 1

4回 トピックトーキング

3回

11回

12回 TGGオンライン中級

トピックトーキング 中級：人間関係

講義＆演習授業形態

成績評価方法
・オンラインレッスン評価70％　平常点30％（出席点＋スキル別トレーニング）

単位数 2
※単位取得には、出席率は便覧どおり75％以上を条件とする。

対象学年 学科 国際ビジネス科/ホテルブライダル科グローバル3年コース

科目名 オンライン英会話 DE3

無担当講師（フルネーム） 猪口　明日香

到達目標 質問に対して付加情報を加えて話せるようになる

使用テキスト 予習・復習プリント ※ヘッドセット持参のこと

「やりとり」に特化したレッスンを行う。自分の話したい内容を英語で考える。

実際の会話のような「即興性」を身に付ける。
授業概要（内容）

テーマ 授業内容

Lesson11/スピーキングテスト

1回 トピックトーキング

初級：特別な日

中級：観光

Lesson12

2回 トピックトーキング 中級：初対面

初級：目標

Lesson13

初級：予定

中級：金銭

Lesson14

初級：旅行

Lesson15

中級：未来

初級：最近のこと

5回 トピックトーキング

Lesson16

中級：インターネット

初級：私の国

初級：幼少期

Lesson17

中級：自然

6回 トピックトーキング

トピックトーキング

初級：四季

7回

10回 トピックトーキング

Lesson18

中級：ルール

初級：町の施設

Lesson19

薬局/スーパーマーケット/ファストフード 2

TGGオンライン中級

Lesson3

8回 トピックトーキング

9回 中級：マナー

15回 TGGオンライン中級

初級：インターネット

学生課、本屋、カフェ 1

TGGオンライン中級

クリニック/機内/おみやげ売り場 1

Lesson2

Lesson5

Lesson1

薬局/スーパーマーケット/ファストフード 1

Lesson4

トピックトーキング

期末試験 2 期末試験なし

13回

14回 TGGオンライン中級

Lesson20

中級：問題

レベルによって内容は異なる

トピックトーキング

中級/ 初級
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